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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —






州までの川岸の茂み，原野，林縁などに生え，朝鮮半島や中国にも分布する落葉低木で，5 〜 6 月
頃，枝先に 5 枚の白い花弁をもった直径約 2 cm の可憐な花を円錐状に多数つけ，周りにほのかな
香りを漂わせます。雄しべは黄色で多数あり，雌しべは無毛。花柱はゆるやかに合着して柱状に
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora





写真 3　ノイバラ（果実） 写真 4　テリハノイバラ（花）
図 1　成分の構造式

















〜 9mm の卵球形で 9 〜 11 月に赤く熟します。
中には長さ 3 〜 4mm の堅
け ん か







成分には フラボノール（フラボノイドの一種）の kaempferol 配糖体である multiflorin A, B, afzelin，
quercetin 配糖体の multinoside A, B, quercitrin，タンニンの分解産物と思われる methyl gallate，果
皮の赤色色素としてカロテノイドの lycopene などが報告され，multiflorin A には ED50 :30mg/kg と
いう強い瀉下活性が認められています。
　同属植物のテリハノイバラ Rosa luciae （=R. wichuraiana）は葉の表面にクチクラ層が発達してい
るため艶があり，花はノイバラより一回り大きく，花の数はノイバラほど多くありません。
写真 5　生薬：エイジツ（営実），左：偽果，右：堅果
